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顧客、仕入先、商品、契約など、ビジネスに不可欠な価値の高い情

報のことをマスター･データと呼びます。様々な業界において企

業が直面しているビジネス課題は、このマスター・データと深く関

係しています。この重要なビジネス情報であるマスター・データ

が、部門、支店、アプリケーション間で重複、断片化されている状

況は、マスター・データが有効かつ包括的に管理されていないこ

との表れとして認識されるようになりました。ダイナミックに変化

するビジネス要件を満たすことのできるIT能力が、今企業には求

められています。

IBM® Multiform Master Data Management（MDM）は、企業全体

でのマスター・データ管理を目的に設計された、実績のあるフレ

ームワークによってマスター・データ管理の課題に取り組みます。

MDMが基本原則とするのは、マスター・データを業務システムや

トランザクション・システム、分析システムなどから切り離し、独立

した集中リポジトリ、つまりハブに集約することです。集約された

情報は、サービス指向アーキテクチャー（SOA）のビジネス・サー

ビスに渡されるため、データは各種業務やシステム、アプリケーシ

ョンから独立して管理されます。このような管理方法により、企業

はすべてのシステム、アプリケーションに共通する機能性を識別

し、ビジネス情報やプロセスを効率的かつ一貫して活用できるよ

うになります。

マスター・データ問題への取り組みが始まった当初はビジネス・ニ

ーズに基づくアプローチが主流であり、顧客情報や商品情報など

の特定のデータ・ドメイン１つか2つに対応するのが普通でした。

このようなアプローチから生まれたのが、MDM市場でよく知られ

ている顧客データ統合（CDI）や商品情報管理（PIM）などのカテ

ゴリーです。現在CDIやPIMは、MDMのサブカテゴリーとして考え

られています。 
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企業のSOA基盤となるIBM Multiform MDM

IBM Multiform MDMは、今までのデータ管理集中化とは異なる新し

いソリューションです。複数のドメインおよび複数のデータ活用スタ

イルを提供し、ユーザーによる完全なデータ管理を実現します。アプ

リケーションがどのようにマスター・データを利用し、データ・ライフサ

イクル（全社規模でのデータの作成、管理、アクセスなど）を反映する

かによって、IBM Multiform MDMは基本的に次の3つのデータ活用ス

タイルに分類されます。

1. コラボレーティブMDM－マスター・データを作成、定義、同期化

するプロセスを管理します。この活用スタイルは、マスター・デー

タを明確に定義することに焦点を当てています。

2. オペレーショナルMDM－業務プロセスおよび業務アプリケーシ

ョンの中でマスター・データを利用、管理する活用スタイルです。

リアルタイム・アクセスが可能なSOAサービスを介し、他のシステ

ムがマスター・データを使用できるようにします。

3. アナリティカルMDM－正確かつ整合性のある最新のマスター・

データをデータウェアハウスに提供します。この活用スタイルに

は、ビジネス・インテリジェンスによって得られた洞察データをコ

ラボレーティブMDMやオペレーショナルMDMにフィードバックす

る機能があります。

MDM製品は、それぞれ対応するドメインの範囲が異なります。単一

ドメインに特化している製品の場合、顧客、商品、仕入先、ロケーショ

ン、契約などのドメインを1つだけ管理します。一方、統合された複数

のドメインに対応できる製品の場合、各ドメインの情報だけでなく、ド

メイン間の関係を価値ある情報として活用できます。

ITの面においても、Multiform MDMは非常に大きなメリットをもたら

します。SOAの出発点および基礎となるだけでなく、独自のプラット

フォーム設計により、既存のフロントエンド・システム、バックエンド・シ

ステム、さらにサードパーティ・アプリケーションとの統合が、チャネル

や組織の境界を越えて全社規模で可能になるため、IT管理者はそれ

まで投資してきたシステム資産を引き続き活用することができます。
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IBM® InfoSphere™ Master Data Management Serverは、IBMが

提供するオペレーショナルなMDMソリューションです。深刻なMDM

の課題を解決するのに企業が必要とする、戦略的なアーキテク

チャーを備えています。MDM Serverは、カスタマー・リレーション

シップ・マネージメント（CRM）、エンタープライズ・リソース・プラ

ンニング（ERP）、ビジネス・インテリジェンス（BI）などのシステム

や統合ツール、データウェアハウスなどに対する投資から、企業

が最大の利益を得るための支援を行います。MDM　Serverは顧

客、契約、製品など、複数のドメインに対するマスター・データを

管理するだけでなく、ロケーションやプライバシー設定などの他

のデータ・タイプにも対応しています。ビジネス・サービスを介し、

MDM Serverはマスター・データを利用するすべてのアプリケーション

とビジネス・プロセスの統合を促進します。

IBM InfoSphereMDM Serverの充実した機能性
IBM InfoSphere MDM ServerのアーキテクチャーはJava™ 2 Platform, 

Enterprise Edition（J2EE™）やXMLなどの主要な業界標準をベースに

構築されています。非常に高いパフォーマンスと拡張性を併せ

持ち、重要性の高いビジネス機能を備えています。例えば用意さ

れているMDMビジネス・サービスは700以上あり、すべて実績の

あるMDMデータ・モデルとシームレスに連動します。サービスと

モデルは、いずれも拡張性に優れた設計です。この特長は新機

能の追加や機能の更新に必要なリード・タイムを大幅に短縮し、

IT組織の総所有コスト（TCO）を削減します。

拡張性に優れたMDMビジネス・サービス
IBM InfoSphereMDM Serverにはオペレーショナルなサービス指

向のアプリケーションとして、700以上ものMDMビジネス・サービ

スが用意されています。マスター・データへのアクセスと管理は

すべてこのビジネス・サービスを経由して行われます。

これらのサービスは様々なレベルの粒度で構成することで、

導入の柔軟性を高めています。例えばビジネス・レベルでは、

AddPar ty（新規顧客の登録）やAddAcount（新規口座情報の

IBM InfoSphere MDM Serverは企業の主要

なビジネス情報を一元管理して、統合された

ビューを提供します
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IBM InfoSphere MDM Serverのアーキテクチャー
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登録）などの機能を提供するMDMサービスがあります。これら

のサービスは、さらに粒度の細かいデータ・モデル固有のサービ

ス（AddPar tyAddressやAddPar tyIdentificationなど）を内部

的に利用しています。様々なシステムやアプリケーションから、

粒度の細かいサービスを個別に呼び出すことも可能です。IBM 

InfoSphere MDM Serverは、顧客や社員など、ビジネスに関連す

る個人・法人をパーティーと呼んで一括管理し、このパーティー管

理を中心に、以下のようなサービスを提供します。

• パーティーの年齢・性別・職業など一般的な情報を管理するサー

ビス

• パーティーの役割に関連したサービス 

• 顧客サービスおよび販売サービス

• データ・スチュワードシップ・サービス

• パーティー間関連サービス

• ロケーション・サービス

• パーティーの財務プロファイル・サービス

• パーティー識別および名寄せサービス

• イベントおよびカスタマー・インサイト・サービス

• 契約情報サービス

• 履歴および監査サービス

• 口座情報サービス

• 製品情報サービス

IBM InfoSphere MDM Serverでは、用意されているMDMビジネ

ス・サービスをそのまま利用できるだけでなく、それをさらに拡張

することが可能です。企業は複合ビジネス・サービスの構築や既

存サービスの変更・機能拡張を独自に行うことができます。これら

の作業にはIBM MDM Design Workbenchを使用します。
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IBM InfoSphere MDM Serverの主要コンポーネントには、次のよう

なものがあります。

• マスター・データ・リポジトリー

 拡張性、カスタマイズ性に優れたデータ・モデルにすべてのマ

スター・データを格納したオペレーショナル・データベースで

す。パーティー、商品、契約、およびロケーションなどのドメイ

ン情報に関するマスター・データが含まれます。さらに年齢、性

別、職業、応対履歴、プライバシー、イベント・データなどが、各ド

メインの役割・リレーションシップ情報とともに格納されていま

す。

 このデータ・モデルには、ドメイン・データのグループ化や階層

を管理する機能が備えられています。高度なカスタマイズも可

能なため、ビジネスは非常に高い柔軟性をもってMDMビジネス

・サービスを利用できます。MDM Design Workbenchはデータ

・モデルの拡張や構成、コード・テーブルの定義、名称変更、デー

タ・モデルの一部無効化などにより、企業の既存データ・モデル

のサポートを容易にします。さらに、マスター・データ・リポジトリ

ーには監査証跡データベースも含まれるため、IT管理者はすべ

てのマスター・データの監査証跡を効率よく管理できます。

• MDMインテグリティー

 IBM InfoSphere MDM ServerのMDMインテグリティー層は、パー

 ティーのマッチング、データの検証、データの標準化、および外

部参照IDなどのデータ品質を管理します。このプラットフォー

 ムには、決定論的マッチング・エンジンが備えられており、基

本 ID属性に関するマッチング・ルールもすでに設定されて

います。決定論的マッチング・エンジンが適当でない場合、

IBM Information ServerのモジュールであるIBM WebSphere® 

QualityStage™を利用すれば、より高度な確率性マッチングを

 行うことができます。WebSphere QualityStageでは、より高度

 な名前とアドレスの標準化が可能です。MDMインテグリティー

層は、標準化およびマッチングのサードパーティ・ツールをイン

ストールするためのアダプターも提供しています。
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• MDMインテリジェンス

 InfoSphere Master Data Management ServerのMDMインテ

リジェンス層には、ビジネス・ルールおよびイベント検出機能が

含まれており、これらはMDMビジネス・サービスと完全に統合

されています。この特長により、IT管理者はサービス自体のプ

ログラムを変更せずに、外部のビジネス・ルールをカスタマイ

ズできます。ルール変更の際には、外部のルール・コンポーネン

トまたはMDM Extension Frameworkを使用します。

• MDMデータ・ガバナンス・サービス

 トランザクションおよびデータ属性に基づいた権限付与を可

能にし、データ・ガバナンスのプライバシーやデータの安全性

を保護します。マスター・データの表示、更新などの権限は、ユ

ーザーの役割に応じて、データ属性やトランザクションのレベ

ルで詳細に制限できます。

• SOAサービス・インターフェース

 複数のシステムやアプリケーションをMDMビジネス・サービス

と統合します。MDMビジネス・サービスは、マスター・データ・リ

ポジトリーに格納されているマスター・データにアクセスする

のに必要なサービスです。サポートされている標準インター

フェースには、Webサービス、XML/HTTP、Javaオブジェクト、

IBM CICS®、その他各種のメッセージング・アダプターなどがあ

ります。

• MDM Data Stewardshipユーザー・インターフェース

 分かりやすいグラフィカル・インターフェース上で、グループや

階層の管理、パーティーの名寄せなど、様々なコラボレーティブ

・データ・プロセスを管理できます。

• MDM Event Management

 MDM Event Managementクライアントは、パーティーレベルでの

イベントトリガーとプロセス・スケジューリング機能を提供しま

す。イベント・マネージャーは、名寄せが必要な場合にMDMイ

ンテグリティー層の整合性確保機能を呼び出します。

• MDM Batch Job Manager

 このクライアント・アプリケーションは、バッチ処理を管理する

ためのペーシング、ロギング、マルチスレッドなどの機能を提供

します。
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詳細情報
InfoSphere Master Data Management Server

の詳細については、以下のWedサイト（英語） 

をご覧ください。

ibm.com/software/data/masterdata

IBM製品・詳細情報については、 

IBMホームページhttp://www.ibm.com/jp/

をご利用ください。 

お問い合わせは、IBMビジネスパートナー、

製品販売店、弊社営業担当員 

または、ダイヤルIBM（ 0120-04-1992）へ。 
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（ 祝日、12/30～1/3を除く） 

携帯電話でおかけのお客様は下記の電話
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ダイヤルIBM 03-6220-8002（この場合通

話料はお客様のご負担となります。）
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